
 

株式会社エフエム茶笛  

平成24年度第5回番組審議会議事録 

 

 

 

１．開催年月日：平成25年1月15日（火）16時00分～17時00分 

 

 

２．開催場所  ：株式会社エフエム茶笛 ２階 会議室 

 

 

３．委員の出席 

委員総数  ：6名 

出席委員数：6名 

出席委員  ：大山博（番組審議委員会長）水村雅啓 細田和男 小林昌幸  

宮岡利雄 飯島静江 

 

放送事業者側出席者：代表取締役社長 荻野 喜美雄 

              専務取締役   東  たか子  
             営業課長    宮岡 洋明 

 

 

４．議    題  ：番組の放送内容について 

 

 

５．議事概要 ：議題に沿って各委員お一人お一人の放送聴取の感想・意見・  

疑問点などを 挙げていただき、他の委員と意見を交わす形式

にて議事を進行、必要に応じて放送事業者側出席者が説明・ 

回答しながら会を進めた。 

 

 

  



 

６．審議内容 
 

委 員 長：これより各委員からご意見をいただきます。 

 

委  員：私のよく聴く番組である「くらっしぃ～♪」内のコーナー『ハグパーク』では、

詩の朗読や心和む音楽など、私の年代でも充分に楽しめるものです。今、子育

てで悩むお母さんが多いと耳にしますが、この番組を聴いて安心したり子育て

イベントに参加したりと前向きに頑張ろうと励まされる人も多いと思います。

オレンジリボン運動への協力等も含めて、今後とも幅広い情報や心休まる時間

を提供して欲しいと思います。 

 

委  員：その「くらっしぃ～♪」の中で、気になったことがあります。以前、食物アレ

ルギーについて番組内で紹介していました。食物アレルギーについては皆様も

ご存知かと思いますが、個人差や環境差があって、一歩間違えると命を落とす

こともあります。リスナーに誤解を招く恐れもありますので、紹介の方法には

配慮された方が良いと思います。 

 

事 業 者：具体的には、どのような紹介の方法だったのでしょうか。 

 

委  員：パーソナリティが専門家へ予めお尋ねした内容を読み上げるという場面だった

のですが、例えば、絶対に使ってはいけないものについて、色素の関係は使っ

てはいけない、魚介類は控えた方が良い、生もの等についてもそのように話し

ていました。しかしそこで話題に採り上げられなかったものは、すべて子ども

にあげても良いのかということです。食物アレルギーは、あまりにも個人差が

激しいですし、短い時間で採り上げるには難しい話題ではないでしょうか。 

 

事 業 者：以後、同様の話題におきましては、番組内での慎重な取り扱いを指示致します。 

 

委 員 長：「頑張るデイ」という番組では、同じ説明を何度も何度も繰り返していまして、

くどいんですね。この人の良さも他にあるのでしょうが、どうなんでしょうか。 

 

事 業 者：市民ボランティアによる出演の番組です。普段、介護福祉士の仕事をされてい

るので、職務上の習慣でつい何度も同じことを繰り返して話してしまいますが、

ぜひその点をご理解ください。 

 

委 員 長：事業者の皆さんからの番組審議会へのご要望はありますか。 

 

事 業 者：いえ、番組審議会の皆様には、非常によく取り組んでいただいておりますので、

特にご要望はございません。 

（以上で議事終了） 

 



 

 

７．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

   

審議機関の答申又は改善意見の内容 事業者による対応措置 対応措置の実行年月日 

食物アレルギーを始めとした健康に

まつわる個人差の顕著な放送内容に

ついては、慎重なる対処を求む。 

当該の放送内容に伴い、専門医への

相談の上でのリスナーの判断を促す

アナウンス原稿を制作。放送を指示

致します。 

2013年1月17日 

  

 

８．審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、  

方法及び年月日 
 

本議事録を、下記の日時、方法にて公表・閲覧可能と致します。 

・1月21日より、弊社ホームページ（URL http://www.fmchappy.jp） にて掲載。 

 

 

９．その他の参考事項 

  

 特にありません。 

以上 

 

 

 
社 名 株式会社エフエム茶笛 


